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宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
関根（内科）、山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口･松尾・小池（後期研修医）、堀･大野･谷口･黒木･合田（初期研修医）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

浜　田

休 診（往 診）

浜　田
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
５
月
31
日
で
、
当
選

者
は
７
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

第1土曜休診

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲

山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

葉　山

こ
の
コ
ラ
ム
を
担
当
し

て
一
貫
し
て「
た
ば
こ
」

の
喫
煙
問
題
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
影
響
し
た
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
知

り
合
い
の
方
お
二
人
が

禁
煙
を
は
じ
め
ら
れ
ま

し
た
。
大
変
心
強
い
こ

と
で
す
▼
と
こ
ろ
で
最

近
は〝
受
動
喫
煙
〞が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
も
何
と
か
対
策
を

と
い
う
こ
と
で「
法
整

備
」
を
考
慮
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
▼
本
当
な

ら
喫
煙
者
の
意
思
で
な

く
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
が
、
な
に
せ
〝
中

毒
〞
で
す
。
通
行
中
、

車
の
運
転
中
な
ど
お
構

い
な
し
で
喫
煙
さ
れ
迷

惑
に
も〝
受
動
〞さ
せ
ら

れ
ま
す
▼
喫
煙
者
の
努

力
に
期
待
し
た
い
の
で

す
が
、
年
間
一
万
五
千

人
が
死
亡
し
て
い
る

（
厚
労
省
研
究
班
報
告
）

事
実
か
ら
し
て
緊
急
を

要
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
罰
則（
案
と
し

て
三
十
万
円
の
過
料
）

も
や
む
を
得
な
い
か

な
！
と
考
え
る
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
い
か
が
で

す
か
？　
　

 

（
S
・
O
）

休　診

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.156)（No.156)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

　

こ
と
わ
ざ
に
は
意
味
が
似
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
次
の
①
〜
⑤
と
同
じ
よ
う
な
意
味
を
も
つ

こ
と
わ
ざ
を
左
記
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
。   

（
大
人
の
国
語
ク
イ
ズ
よ
り
出
題
）

居宅介護支援事業所 ☎(0985)24-6545居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24 6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

① 

釈
迦
に
説
法

② 

豆
腐
に
鎹

③ 

牛
に
経
文

④ 

鬼
に
金
棒

⑤ 

泣
き
面
に
蜂

ア 

虎
に
翼

イ 

豚
に
真
珠

ウ 

河
童
に
水
練

エ 

弱
り
目
に
祟
り
目

オ 

暖
簾
に
腕
押
し

【
４
月
号
の
答
え
】 

【
３
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
34
通
）

（
正
解　

33
通
）

山
本　

恵
子
さ
ん（
延　

岡　

市
）

中
村　

道
子
さ
ん（
高　

鍋　

町
）

横
山
み
や
子
さ
ん（
西　

都　

市
）

四
位
久
美
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

井
島　

尚
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

①
オ　
　

②
エ　
　

③
ウ

④
イ　
　

⑤
ア

　任期満了に伴い、４月１日付けで公示された第28回総代選挙
について、立候補された２２６名全員の当選が確定しました。
　当選された総代のみなさまは、2017年5月26日から6月2日
までに開催される区域別（ブロック）総代会議および6月25日
の通常総代会へ出席をお願いします。（宮崎医療生協総代選挙
管理委員会）

■第28回通常総代会総代選挙について■第28回通常総代会総代選挙について

　

宮
崎
医
療
生
協
に
医
師
２
名
・
薬
剤
師
１
名
・
看
護
師
５
名
・
事
務
１
名
・
介
護
士
１
名
・

介
護
助
手
１
名
が
赴
任
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第１号議案　2016年度活動報告・事業報告・決算報告（監査
　　　　　　報告含む）及び剰余金処分承認の件
第２号議案　2017年度活動方針・事業計画・予算承認の件
第３号議案　役員選任規約改定承認の件
第４号議案　2017年度役員報酬限度額承認の件
第５号議案　特別決議の件
第６号議案　議案議決効力発生の件

平和を学ぶ研修「旧赤江飛行場・
掩体壕」を見学しました
平和を学ぶ研修「旧赤江飛行場・
掩体壕」を見学しました

組合員さんと一緒に「ＷＨＯ世界保健
デー」を取り組みました
組合員さんと一緒に「ＷＨＯ世界保健
デー」を取り組みました

2017年度宮崎医療生協赴任式（4月1日）2017年度宮崎医療生協赴任式（4月1日）
　

4
月
1
日
、
宮
崎
医
療
生
協
会
議
室

で
赴
任
式
が
行
わ
れ
、
11
名
が
入
職
し
ま

し
た
。
1
日
〜
5
日
の
研
修
は
、

①
医
療
生
協
・
民
医
連
に
つ
い
て
の
基
礎

　

的
な
知
識
と
理
解
を
持
つ
こ
と

②
職
場
の
ル
ー
ル
や
諸
規
定
を
理
解
す
る
こ
と

③
社
会
人
・
医
療
人
と
し
て
の
自
覚
と

　

仕
事
に
対
す
る
心
構
え
を
持
つ
こ
と

④
医
療
や
介
護
、
福
祉
を
取
り
巻
く
情

　

勢
や
平
和
活
動
へ
の
取
り
組
み
、
民
医

　

連
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

⑤
同
期
入
職
間
の
交
流
と
仲
間
意
識
づ

　

く
り
を
す
す
め
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
、
宮
崎
医
療
生
協
の
あ

ゆ
み
や
接
遇
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。
平
和

企
画（
学
習
）で
は
旧
赤
江
飛
行
場
・
掩
体

壕
を
見
学
。
院
外
研
修
で
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界

保
健
デ
ー『
今
年
の
テ
ー
マ〝
う
つ
病
〞』を

組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
内
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
病

院
や
介
護
事
業
所
で
お
会
い
し
た
際
に

は
、
優
し
い
一
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

第28回通常総代会議案第28回通常総代会議案

　患者さんから信頼され安心し
て身を任されるような医師を目
指します。患者さんの病気だけ
ではなく生活背景などにも気を
配って診れるように頑張ります。

黒木 将英（医師） ２列目左から
２番目

　地域の皆さんが健康でいら
れるような活動に参加していき
たいです。また地震や水害など
の自然災害で被災した地域への
支援活動も行いたいです。

愛甲 倫子（看護師）２列目右から５番目

　地域の方 と々宮崎医療生協が
上手く繋げる様、医療や介護の
制度を理解し、困っている人に
手を差し伸べることができる職
員になりたい。

黒木 貴洋（事務） ３列目右から
２番目

　業務を覚えるとともに患者さ
んの特徴や病態を１日でも早く
知りたいと思います。患者さん
一人ひとりの看護や援助、チー
ム医療の重要性を念頭におきな
がら毎日を学び頑張ります。

太田 隼斗（看護師）２列目左から４番目

　看護学校の実習で豊富な知識
や技術を学びました。また患者さ
んに寄り添い生活を支えていくこ
との必要さも学びました。日々学
ぶ姿勢を忘れず、患者さんの思い
に寄り添った看護を実践します。

並川 はるか（看護師）２列目右から２番目

　人と話すことが大好きで
す。地域全体やそこに暮らす
人が幸せになるように精一
杯尽力します。

合田 廷大（医師） ２列目から
３番目

　他職の医療従事者とコ
ミュニケーションを取りなが
ら円滑に仕事ができるように
なります。

日高 明史（薬剤師）３列目右から１番目

　患者さんやスタッフと積
極的にコミュニケーションを
取りながら信頼関係を築き
上げるように頑張ります。

鬼束 美帆（看護師）２列目右から４番目

　あいさつや身だしなみなど基
本的な生活を整えること。患者
さんや職員のみなさんとコミュ
ニケーションを取り信頼関係を
築けるよに頑張ります。

川上 真弥（看護師）２列目右から１番目

　積極的に自分から動き、指
導して頂いたことは率直に受
け止め次につなげます。そし
て明るい介護士になります。

長島 佑哉（介護福祉士）２列目左から６番目

　分からないことは質問しミ
スのない仕事をします。規則正
しい生活を過ごしながら人の
役に立てるよう頑張ります。

高橋 篤弥（介護助手）２列目左から４番目

か
す
が
いた

た

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～
19：00まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となりました。但し、救急受け入れおよび他院からの紹介については
この限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を持つ病院
として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

2
0
1
７
年
４
月
度　

理
事
会
の
報
告

＜報告・承認事項＞

①3月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありました。
3月の組合員増やしは89名（目標131名）と目標を下回りましたが、出資金増
資は362.3万円（目標362万円）と目標を達成しました。班づくりは2班（目標1
班）、班会開催は102回（目標98回）でした。2016年度累計では仲間増やし
は1,740名（目標2,047名）、出資金増資は5,308万円（目標4,995万円）、
班づくりは19班（目標51班）、班会開催は1,128回（目標1,138回）でした。
県北支部でのウォーキング企画、健康サポータ養成講座、歯の健康講座、前
進座公演「怒る富士」の取り組みとまとめについて、組合員理事支部長合同会議、
組合員理事協議会の報告と意見交換を行いました。共同組織連絡会の報告が
あり全国に配布された宮崎の取り組みも紹介されているＤＶＤの活用について提
起がありました。支部財政状況と2016年度の仲間増やし、出資金増資活動の
状況について意見が出され意見交換を行いました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。「辺野古新基地移設
問題」「高浜原発再稼働問題、伊方原発運転差し止め認めず」「福島３町村の原
発避難解除」「年金強制撤収の強化」「特養待機者の入所条件厳格化で待機者３
割減少」「九州で4例目となる宮崎での安保法制違憲訴訟」、共謀罪の趣旨を取
り込んだ「組織的犯罪処罰法案」「2025年の医療提供体制を示す地域医療構想
（宮崎県は-33％入院ベットを減らす予定）」などについて報告があり、意見交換
を行いました。
③2月度（＆累計）の経営概況について報告がありました。2月の法人の経常利益
は▲679.5万円（予算差▲1,216.6万円）、累計では4,004.8万円（予算差▲
6,577.5万円円）の到達であることの報告がありました。また2016年度の生前
整理、遺品整理事業の報告もありました。事業キャッシュフローの確保の重要
性についての学習も行いました。
④小規模多機能ホームぎおんの家の業務監査、このはな生協クリニック、おおつ
か生協クリニックの現金監査の報告がありました。
⑤2017年度予算（案）について、地域に必要とされる医療と介護活動を基本に1）
宮崎生協病院では病床稼働を高めること、2）人員政策を厳密に行うこと、3）在
宅医療の強化をはかること、4）介護事業所での利用者の確保と介護度の重い
利用者への対応強化をはかり長期計画の実現が可能な経常利益の確保を目指
していくことの提案があり質疑応答を行いました。
⑥6月10日開催される県生協連第38回通常総代会議員の選出について提案が
あり承認されました。
⑦6月9日に開催される医療福祉生協連第7回通常総代会の代議員について提案
があり承認されました。

＜審議・決定事項＞

■新規加入者  ８９名（3/1～3/31）

■出 資 金  ５億６,３３９ 万円

■班　　　数  ３４１ 班

今、宮崎医療生協は 2017年3月末現在

■総組合員数  ４９,１５５ 名

■平均出資金  １１,４６２ 円

■               ２０,３００ 部おげんきですか
手配り配布数

み ん な の 声
◎「健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。」このフレー
ズが好きです。何事も健康が基本。いざという時は医療生協に頼る。支え
てくれる所があると、毎日安心して暮らせますよね。（宮崎市Ｙさん女性）

◎激しい雨では、正面玄関前の屋根では対応できない。車椅子やお年
寄りの人は大変な状況。屋根の改修ができないのか。

4月度宮崎生協病院利用委員会4月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

　

細
身
で
穏
や
か
な
性
格
の
児
崎
三
千
代
さ
ん
は
生

協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
べ
お
か
近
く
に
住
む
運
営
委
員
で

す
。
延
岡
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
さ
れ
る
以
前
か
ら

組
合
員
加
入
を
呼
び
か
け
続
け
、
市
内
、
外
に
加
入

者
を
広
げ
ま
し
た
。
以
降「
お
げ
ん
き
で
す
か
」の
ポ

ス
ト
降
し
と
配
布
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
毎
月
数
多
く
の
班
会
で
活
躍
し
、

署
名
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
）、
ま
た

支
部
の
諸
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
行
き
届
い
た
気
配
り
で
手
際
よ

く
事
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
す
。
地
区
の
福
祉
活
動
に
も
精
通
し
、
地
区
民
の

信
頼
の
厚
い
方
で
す
。
こ
の
豊
か
な
経
験
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
私
達
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
県
北
支
部　

運
営
委
員
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》 

組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

○正面玄関の改修に関しては一定の費用を伴います。現在検討中の生協病院
新棟建設と合わせて玄関の改修についても計画します。

グループホーム“おおつかの家”
（宮崎市大塚町）

　

第
40
回
九
州
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
研
修

会
i
n
み
や
ざ
き
が
7
月

5
日
、
6
日
の
2
日
間
、

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
九
州

沖
縄
か
ら
5
0
0
名
以
上

の
医
療
生
協
の
組
合
員
さ
ん
が
参
加
し
、
学
習
や
交
流
を
深
め
ま
す
。

　

4
月
7
日
、九
医
療
生
協
の
代
表
が
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、

当
日
の
運
営
や
諸
準
備
な
ど
の
開
催
要
項
を
確
認
し
ま
し
た
。参
加
ご

希
望
の
組
合
員
さ
ん
は
、お
住
ま
い
の
支
部
ま
た
は
宮
崎
医
療
生
協
組

織
部（
0
9
8
5
‐
3
1
‐
9
0
5
5
）ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
参
加
費
は
、
学
習
会
の
み（
3
、
0
0
0
円
）、
学
習
会
・

夕
食
交
流
会（
1
0
、
0
0
0
円
）
と
な
り
ま
す
。
参
加
申
し
込
み

の
締
め
切
り
は
5
月
31
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

3
月
15
日
、「
県
北
い
き
い
き
健
康
ウ
オ
ー
ク
」
が
延
岡
市

の
金
堂
が
池
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
め
ず
ら
し
く
好
天
気

に
恵
ま
れ
て
、
9
時
半
か
ら
受
付
開
始
。
参
加
者
は
3
支
部

（
県
北
・
南
方
・
日
向
）か
ら
計
30
名
で
し
た
。
受
付
さ
れ

た
方
か
ら
順
番
に
1
回
目
の
血
圧
測
定
。
寒
か
っ
た
せ
い
も

あ
っ
て
若
干
血
圧
が
高
め
の
方
も
。

　

吉
村
憲
行
理
事
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
入
念
な
準

備
体
操
を
す
ま
せ
て
1
回
目
の
金
堂
が
池
1
周
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
出
発
。
1
周
1
・
25
㌔
、
を
14
分
前
後
で
回
っ
て
2

回
目
の
血
圧
測
定
。「
あ
っ
、
下
が
っ
て
い
る
・
・
・
」。
1
回

目
の
測
定
で
高
め
だ
っ
た
皆
さ
ん
の
大
半
が
正
常
値
に
下

が
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
頑
固
な
方
も
2
周
後
3
回
目
の

測
定
で
は
完
璧
に
正
常
値

に
。
低
め
だ
っ
た
人
は
少
し

上
が
っ
て
こ
れ
ま
た
正
常
値

に
な
っ
て
い
る
か
ら
不
思

議
。
体
調
に
合
っ
た
適
当

な
運
動
を
す
れ
ば
血
圧
が

き
ち
ん
と
整
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
み
ん
な
で
確
認
し
合

い
、
第
1
回
目
の「
県
北
い

き
い
き
健
康
ウ
オ
ー
ク
」
は

終
了
し
ま
し
た
。（
県
北
支

部　

茄
子
田
和
哉
）

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

6
年
が
過
ぎ
た
3
月
11
日
、
県
内
か
ら
約

3
0
0
名
が
宮
崎
山
形
屋
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。

「
原
発
い
ら
な
い
！
宮
崎
連
絡
会
」
共
同
代
表
の

青
木
幸
雄
氏
か
ら「
福
島
原
発
事
故
の
原
因
は
未

だ
検
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
熊
本
で
甚
大
な

地
震
が
あ
り
ま
し

た
が
、
仮
に
川
内

で
地
震
が
発
生
し
、

川
内
原
発
で
事
故

が
起
き
れ
ば
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。

原
発
を
動
か
せ
ば

放
射
能
が
で
き
ま

す
。
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
原
発

を
止
め
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
団
体
の
代
表
や
市
民
か
ら
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
も
行
わ
れ
、
2
時
46
分
に
は
参
加
者
全

員
で
被
災
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
閉
会
に

あ
た
り
、
藤
原
宏
志
氏（
宮
崎
大
学
元
学
長
）
が

「
安
倍
首
相
は
国
民
に
3
つ
の
嘘
を
つ
い
て
い
ま

す
。①
原
発
が
止
ま
れ
ば
日
本
は
停
電
に
な
る（
：

電
気
は
足
り
て
い
ま
す
）②
原
発
は
安
上
が
り
の

発
電
法（
：
廃
炉
や
核
燃
棒
の
後
始
末
に
多
額
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
）③
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
福
島
第
一
原
発
は
完
全
に
終

息
し
ま
す（
：
終
息
に
は
40
年
か
か
り
ま
す
）。

原
発
で
は
な
く
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
展

開
す
れ
ば
新
し
い
産
業
も
生
ま
れ
ま
す
。
原
発

を
止
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
廃
炉
に
向
け
て
運

動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
募
金
が
4
1
、
0
7
5
円
集
ま
り
、

そ
の
後
九
州
電
力
宮
崎
支
社
ま
で
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。（
組
織
部
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
増
大
す

る
高
齢
者
医
療
費
を
現
役
世
代
と
高
齢
者
で
と
も

に
支
え
合
う
も
の
と
し
て
、
従
来
の
老
人
保
健
制

度
、
退
職
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
た
上
で
、
平

成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
施
行
に
あ

た
っ
て
は
激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
、
世
帯
所
得
に

応
じ
た
保
険
料
の
軽
減
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
1
月
の
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
本
部
が
決
定
し
た「
医
療
保
険
制
度
改
革
骨

子
」に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
軽
減

特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
縮
小
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
例
軽
減
」
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
加
入
者
の

約
半
数
と
な
る
8
6
5
万
人
の
保
険
料
が
増
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被

保
険
者
実
態
調
査
報
告（
平
成
26
年
度
）か
ら
、

後
期
高
齢
者
の
年
金
収
入
の
平
均
は
1
2
7
万
円

で
、
基
礎
年
金
満
額
の
80
万
円
以
下
が
4
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
低
所
得
の
高
齢
者
へ
の
負

担
増
は
、
生
き
る
力
を
削
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協

議
会
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
11
月
12
日「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
要
望
書
」に
お
い
て
、

「
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
特
例
措
置
に

つ
い
て
」
は
、「
高
齢
者
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る

保
険
料
と
な
ら
な
い
よ
う
、
現
行
制
度
を
維
持
す

る
こ
と
。
や
む
を
得
ず
見
直
す
場
合
は
、
激
変
緩

和
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会
は
、
低
所
得
者

に
対
す
る
負
担
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
軽
減
特
例
措

置
の
継
続
を
含
め
た
見
直
し
」
を
強
く
要
望
す
る

と
と
も
に
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
宮
崎
県
議
会
を
は
じ
め
、
県
内
26
市
町
村
の

議
会
が『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
軽
減

特
例
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
』
を
国
へ
提

出
す
る
請
願
を
昨
年
9
月
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

17
議
会
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
３
議
会
は
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。（
宮
崎
県
高
齢
期
運
動
連

絡
会
事
務
局　

田
中
裕
人
）

〈
採
択
し
た
議
会
〉

宮
崎
県
、
日
向
市
、
小
林
市
、
西
都
市
、
串
間
市
、

五
ヶ
瀬
町
、美
郷
町
、都
農
町
、高
鍋
町
、木
城
町
、

新
富
町
、
国
富
町
、
綾
町
、
高
原
町
、
三
股
町
、

門
川
町
、
西
米
良
村

〈
不
採
択
の
議
会
〉

宮
崎
市
、
日
南
市
、
川
南
町

　

医
療
生
協「
国
富
・
綾
支
部
」の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
3
月
18
日（
土
）
午
前
9
時
か
ら
綾
町
の
揚
公
園
で
行
い
、

37
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
年
に
2
回
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　

地
元
の
方
に
競
技
の
準
備
ま
で

し
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
優
勝
は
藤
岡

さ
ん
、
２
位
は
長
友
さ
ん
、
３
位

は
久
寿
米
木
さ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
う
れ
し
い
こ
と
に
、
当
日
は
2

名
の
方
に
医
療
生
協
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
国
富
・
綾

支
部
」の
運
営
員
さ
ん
は
、
み
な

さ
ん
日
頃
の
行
い
が
良
い
の
で
今

回
も
天
気
が
良
か
っ
た
で
す
。　

　
　
　
　

 

（
支
部
長　

飯
尾
博
）
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縄
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 7月5日（水）
14：00　開会
14：10　基調報告　「医療福祉生協連2017年度秋の
　　　　　　　　　　 生協強化月間方針の提起」
14：30　記念講演　「老いてこそ人生」（仮題）
　　　　  講師：伊藤一彦氏（宮崎県立図書館名誉館長）
15：50　４つの医療生協からの報告
（休憩）
18：00　夕食交流会
 7月6日（木）
9：00～分科会、11：20～全体会、12：00終了

《７月５～６日のスケジュール》

《７月６日の分科会》

講演分科会

内容・テーマ

「平和について」（仮題）

南邦和氏（日本ペンクラブ会員）

「地震と原発」（仮題）

釘元英俊氏（宮崎県企業局施設管理課主幹）

ボランティア活動など

防災と災害支援の取り組みなど

「八紘一宇の塔」（平和の塔）学習見学会

署名・集会・原発・沖縄基地問題など

地域訪問・つながりマップなど

高齢者の見守り・サロンなど

組合員加入と出資金増資

月間の取り組みなど

班会開催メニューなど

組合員活動の楽しい行事など

保健学校の取り組みなど

リハビリ体操（国富町シニアアップ運動教室）

「ウン知育教室」（宮崎ヤクルト販売ＣＳ）

助け合い①

助け合い②

平和社保①

平和社保②

まちづくり①

まちづくり②

組織づくり①

組織づくり②

健康づくり①

健康づくり②

健康づくり③

あ
り
が
と
う
〝
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
つ
か
の
家
〞

　
「
カ
ス
ミ
さ
ー
ん
、
カ
ス
ミ
さ
ー
ん
」
と
職

員
か
ら
の
い
つ
も
の
優
し
い
呼
び
か
け
に
大
き

な
声
で「
何
ね
ー
」
と
言
っ
て
は
皆
を
笑
わ
せ
て

い
ま
し
た
カ
ス
ミ
さ
ん
。
1
0
0
歳
を
迎
え
る

3
カ
月
前
よ
り
体
が
弱
り
、
私
た
ち
3
姉
妹

は「
お
母
ち
ゃ
ん
、
1
0
0
歳
ま
で
頑
張
っ
て

生
き
る
よ
ー
」
と
体
を
さ
す
り
な
が
ら
、
あ
と

1
カ
月
、
10
日
、
5
日
、
1
日
と
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
午
前
零
時
、
頑
張
っ
た

母
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
つ
か
の
家
の
皆
さ

ん
で
1
0
0
歳
の
紀
寿
を
喜
び
ま
し
た
。
国
・

宮
崎
県
・
宮
崎
市
か
ら
の
お
祝
い
が
お
お
つ
か

の
家
に
、
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
手
造
り
ケ
ー

キ
を
い
た
だ
き
祝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
お
つ
か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
三
宅
千
里

先
生
が
定
期
的
に
往
診
に
来
ら
れ
、
ま
た

体
の
状
態
が
少
し
で
も
悪
い
と
す
ぐ
か
け

つ
け
、
手
厚
い
治
療
と
看
護
を
さ
れ
ま
し

た
。「
私
が
い
な
い
時
は
和
知
川
原
生
協

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
日
高
明
義
先
生
が
す
ぐ
来

て
下
さ
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
つ
か
の
家
の
横

道
小
夜
子
所
長
は
時
々
家
に
も
帰
ら
ず
喀

痰
吸
引
を
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
は
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。
が
、
食
事
や
水
分
も
受

け
つ
け
な
い
日
が
訪
れ
、
別
れ
の
時
が
き

ま
し
た
。
家
族
が
夜
中
に
集
ま
り
、
三
宅

先
生
も
来
ら
れ
皆
で
看
取
り
ま
し
た
。「
本
当

に
苦
し
む
こ
と
な
く
安
ら
か
で
こ
れ
が
老
衰
な

ん
で
す
ね
」と
。
私
は
両
手
を
母
の
顔
に
あ
て
、

次
第
に
体
が
冷
た
く
な
っ
て
い
く
の
を
体
験
し

ま
し
た
。「
お
母
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
頑

張
っ
た
ね
」。
三
宅
先
生
、
看
護
師
さ
ん
、
所

長
さ
ん
と
私
で
清
拭
。
涙
し
な
が
ら
の
丁
寧

な
清
拭
に「
何
で
こ
こ
ま
で
」
と
思
わ
ず
び
っ
く

り
。
今
ま
で
病
院
や
施
設
で
叔
父
叔
母
を
看

取
り「
家
族
は
外
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
」の
言
葉

で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
つ
か
の
家

は「
う
ち
は
皆
さ
ん
に
、
こ
う
し
ま
す
の
よ
」の

ひ
と
言
に
誠
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
お
お
つ
か
の
家
か
ら

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
つ
か
の
家
に
移
り
2
年

間
、
家
族
は
交
代
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
通
い
ま
し

た
。
職
員
の
方
が
利
用
者
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
た
接
し
方
に
感
謝
の
気
持
ち
そ
の
も
の
で

す
。
今
で
も
時
お
り
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
が「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
な
い
か
な
」
と
思
い
、
ニ
チ
イ

学
館
で
学
び
介
護
士
を
取
得
し
ま
し
た
。
後

期
高
齢
で
そ
ろ
そ
ろ
介
護
さ
れ
る
側
？
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
口
だ
け
は
達
者
で
す
。

毎
月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
勉
強
会
は
、
宮
崎
医

療
生
協
な
ら
で
は
と
、
今
で
は
た
く
さ
ん
学

ん
で
い
ま
す
。（
宮
崎
市　

築
地
宇
良
子
さ
ん
）

（写真は記事と無関係）　3/22現在
入居者定員９名（満室状態）女性ばかりの入居。
78歳～100歳の利用（平均年齢88歳）
洗濯物の折りたたみはみんなで行う。
食事の前はみんなで“あいうべ”体操を。

　
　
　
　
　
　

 

天
水
雨
水
さ
ん（
宮
崎
市
）

さ
さ
や
け
ば「
共
謀
罪
」
が
聞
い
て
い
る

金
縷
梅
や
大
浪
池
を
縁
取
っ
て

マ
ン
サ
ク

昼食の準備はみんなでします昼食の準備はみんなでします

①3月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
②3月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。
③3月度県3月度事業所活動について報告・承認しました。
④連学習教育委員会について報告・承認しました。
⑤3月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認をしました。
⑥3月度経営協議会について報告・承認しました。
⑦第27期17,18回常勤理事会について報告・承認しました。
⑧宮崎県民医連第11回理事会について報告・承認しました。
⑨宮崎県社保協第12回幹事会について報告・承認しました。
⑩人事について報告・承認しました。
⑪太陽光発電損益について報告・承認しました。

村尻勝信宮崎実行委員長の
開会あいさつで始まりました
村尻勝信宮崎実行委員長の
開会あいさつで始まりました


